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【背景・目的】 過度で不慣れな力学的負荷をともなう運

動は筋機能を低下させるだけでなく、いわゆる運動後の

筋肉痛（遅発性筋痛）を発症させる。遅発性筋痛は患者・

高齢者・労働者・アスリートに至るまで、多くの人々の運

動習慣の妨げになり、競技パフォーマンスを低下させる

要因になるため、その詳細な発症メカニズムに基づく適

切な運動処方や治療・予防が、リハビリテーションにおい

て重要となる。これまでに我々は独自に開発した遅発性

筋痛のモデルラット 1)を用い、Transient Receptor 
Potential Vanilloid 1 (TRPV1)がその発症に関わるイオ

ンチャネル分子の１つとして重要であることを明らかに

した 2)。また、この中で非選択的 TRP チャネル阻害薬で

ある Ruthenium Red が遅発性筋痛を減弱させることか

ら、TRPV1 以外の TRP チャネルがその発症に関わるこ

とを示唆したが、サブタイプの特定には至っていない 3)。 
近年、神経組織特異的に TRPV2 を欠損させたノックア

ウトマウスを用いた解析より、TRPV2 が皮膚の機械侵害

受容に極めて重要な役割を果たすことが実証された 4)。こ

の知見は遅発性筋痛のような機械痛覚過敏をともなう病

態においても TRPV2 が関与する可能性を示唆している。

そこで本研究では、機械侵害受容チャネル TRPV2 が遅発

性筋痛の発症に関与するか行動薬理学手法を用いて調べ

た。 
 
【方法】 先行研究に準じ、SD ラットの下腿伸筋群に伸

張性収縮を反復負荷し、遅発性筋痛モデルを作製した 1)。

直径 3 mm の圧迫子を装着した電子式機械痛覚測定装置

を用い、運動負荷前後の筋機械逃避閾値を測定し、遅発性

筋痛の発症強度を定量化した。遅発性筋痛がピークとな

る運動負荷 24 時間後に、TRPV2 の選択的阻害薬である

Tranilast を筋内投与し、投与 30, 60, 90, 120 分後の逃避

閾値の変化を調べた。Tranilast の濃度は 100 µM および

1 mM とし、溶媒(DMSO)投与群を対照群とした。阻害薬

の筋内投与は 27G 針を用いて 50 µL を約 10 秒かけて注

入した。各阻害薬の鎮痛効果を筋機械逃避閾値の経時変

化の曲線下面積(AUC)として算出し、３群間の AUC 値を

Kruskal-Wallis テストを用いて比較した。Post-hoc テス

トには Dunn の多重比較を用いた。p < 0.05 を統計学的

有意とした。 
なお、本研究は新潟医療福祉大学動物実験委員会の承

認を受け、関連する利益相反はない。 
 

【結果】 伸張性収縮を負荷したすべてのラット(n = 21
匹)において、機械逃避閾値は平均 476 mN 低下した。設

定した３群において、逃避閾値低下の程度に差はなく、遅

発性筋痛の発症強度に群間差はなかった。運動負荷 24 時

間後に溶媒を筋注した対照群では、逃避閾値の顕著な変

化はなかった（図１）。また、TRPV2 の選択的阻害薬であ

る Tranilast を 100 µM と 1 mM で筋注した２群におい

ても逃避閾値の顕著な変化はなかった（図１）。 
 

 
 
図１．TRPV2 チャネルの選択的阻害による鎮痛効果． 
 
 
【考察・結論】 遅発性筋痛モデルラットを用い、機械痛

覚過敏となった筋に TRPV2 選択的阻害薬を投与したが、

鎮痛効果は確認できなかった。これは TRPV2 ノックアウ

トマウスが遅発性筋痛を発症しないという結果（研究室

内未発表データ）と一致しており、遅発性筋痛の発症に

TRPV2 が関与しないことを示唆している。 
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